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公安調査庁 採用公式ツイッター
https://twitter.com/PSIA_recruit

公安調査庁 公式ウェブサイト
https://www.moj.go.jp/psia/

公安調査庁

・	東京メトロ「霞ケ関」駅（丸ノ内線 ･日比谷線 ･千代田線）
	 Ａ１またはＢ１ａ出口、徒歩５分
・	東京メトロ「日比谷」駅（日比谷線 ･千代田線）および
	 都営三田線「日比谷」駅Ａ１０出口、徒歩５分
・東京メトロ有楽町線「桜田門」駅５番出口、徒歩３分

〒 100-0013	 東京都千代田区霞が関１－１－１
	 中央合同庁舎６号館
	 TEL　03-3592-5711（代表）

内外情勢の回顧と展望 国際テロリズム要覧 サイバー空間における脅威の概況 経済安全保障の確保に向けて

● 公安調査庁は、令和５年１月現在、以下の公表資料を発刊しています。
 よろしければ御覧ください。
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情報で国の前途を照らす。

この冊子を手にしたあなたは、今、	
職業選択という人生の大きな「決断」のときを	
迎えているのではないでしょうか。

「決断」するにはその判断材料、つまり情報が必要です。

良質な情報が存在して初めて、	
下すべき決断の内容を構想し、固めることができます。

国も同じです。

常に変化し続ける世界にあって、	
日本という国が最良の決断を行うに当たっては、	
様々な事柄について十分な情報を集めることが不可欠です。

公安調査庁は、公共の安全に係る国の決断に資する情報を集め、	
分析し、提供することで、公共の安全の確保に貢献しています。

どのような情報を手に入れるか、入手した情報から	
「決断に資する何か」をどのように見つけ出すか。

アプローチも結果も自分次第、	
個々の力で挑戦できるダイナミックな舞台に、	
皆さんも立ってみませんか。
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国内・国外の動向

平穏を脅かすおそれのある動向。
今日、我が国を取り巻く内外の情勢は、日々目まぐるしく変化しています。
そのような状況の下、既存の脅威を確実に把握するとともに、脅威となりうる新たな動向を迅速
かつ適切に把握していくことが、一層求められています。

いわゆるオウム真理教については、地下
鉄サリン事件（平成 7 年 3 月）等から四

半世紀が経過した今もなお、「Aleph」（ア
レフ）及び「Aleph」と一定の距離を置いて活動する「山
田らの集団」並びに「ひかりの輪」（上祐派）を中心に
活動を続けています。いずれも、同事件等の首謀者で
ある麻原彰晃こと松本智津夫を絶対的帰依の対象とし、
死刑執行後もなお同人の影響下にある実態に変化が見
られないなど、危険な体質を堅持しながら活動を継続
しています。なお、国内に約 1,650 人の構成員を擁し
ています。

近年、安全保障の裾野が経済・技術開発
の分野で急速に拡大しており、経済安全

保障の重要性が高まっています。懸念国は、
自国の製造能力や技術向上のため、技術・データ・製
品等の獲得に向けた動きを活発化させており、適正な
活動を装って企業・大学等に接近する事案等が発生し
ています。我が国から技術・データ・製品等が流出し
た場合、大量破壊兵器等の研究・開発に転用されるお
それがあるほか、技術的優位性の喪失にもつながりか
ねず、警戒が必要です。

我が国には、過激派や右翼等公共の安全
に影響を及ぼすおそれのある団体が数多

く存在しています。過激派においては、暴
力革命による共産主義社会の実現を目指し、外交・安
全保障政策や原子力政策等の重要政策に対する抗議行
動を実施するなどして「政権打倒」を訴えているほか、
右翼団体においては、近隣諸国との領土・歴史認識問題
等を捉えた抗議行動を展開しており、その中で不法事
案を引き起こすなど、警戒すべき動向が認められます。

オウム
真理教

経済	
安全保障

国内	
諸団体

公安調査庁が実施する
立入検査の様子

「政権打倒」を訴える中核派

業務の妨害、機密情報の窃取、
不正な金銭の獲得等を狙ったサ

イバー攻撃が国内外で頻発してい
ます。サイバー空間の現実社会への拡大・浸
透に伴って、社会・経済の持続的な発展や国
民生活の安全・安心が脅かされる懸念は一層
高まっており、中でも、国家が関与・支援す
る高度なサイバー攻撃は、我が国に対する深
刻な脅威です。

世界各地で ISIL（いわゆる「イスラム国」）
や「アルカイダ」に関連するテロが続発し、

欧米諸国等では、これらの国際テロ組織の
主義主張に感化されたとみられる者らによるテロも発
生しています。我が国についても、海外で日本人がテ
ロの被害に遭っているだけでなく、ISIL 等が我が国を
テロの対象として名指ししたこともあり、国際テロの
脅威に対し、引き続き最大限の警戒が必要です。

サイバー
攻撃

国際
テロ

令和４年１月、ウクライナ政府機関等においてウェブサイトの改ざんが
行われたほか、マルウェアの感染により、ウェブサイトの接続障害等が発生

（写真提供：ロイター／アフロ）

北朝鮮は、従前核実験や我が国を射程
に収める弾道ミサイルの発射を繰り返

しており、最近でも、ICBM 級を含む様々
なミサイルを相次ぎ発射するなど、依然として、我が
国及び国際社会に対する深刻な脅威となっています。 

また、日本人拉致問題は未解決のままであり、全て
の拉致被害者の即時帰国が我が国政府の重要課題と
なっています。さらに、中国やロシアなどの周辺諸
国は、我が国の安全保障等に影響を及ぼすような活
動を継続又は強める動きを見せています。

周辺国

中国が台湾周辺で実施した軍事演習において
発射された弾道ミサイルの一部が我が国の
ＥＥＺ内に落下 （写真提供：新華社／アフロ）

北朝鮮による「新型大陸間弾道ミサイル 
（ICBM）「火星砲 17」型」の発射
（写真提供：朝鮮通信／共同通信イメージズ）

自爆テロが発生したパキスタンのモスク
（写真：ロイター／アフロ）

八潮大瀬施設の立入検査で
確認した祭壇

「ボストーク２０２２」の枠内で北方領土で
行われた上陸部隊の阻止訓練

（ロシア国防省ウェブサイト〈https://mil.ru〉）
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公安調査庁の概要

確かな情報で日本の安全を支える。
　公安調査庁は、破壊活動防止法及び無差別大量
殺人行為を行った団体の規制に関する法律（団体
規制法）に基づいて暴力主義的破壊活動を行う危
険性のある団体についての調査、規制請求等を行
い、我が国の公共の安全の確保を図ることを任務
としています。
　また、経済安全保障に関する情勢やサイバー空
間上の脅威動向のほか、国際テロリズムや北朝鮮・
中国・ロシア等の周辺諸国を始めとする諸外国の
情勢、国内諸団体の動向など、国内外の諸動向に
関する情報を収集・分析し、得られた情報（イン
テリジェンス）を官邸を含む政府関係機関に適時・
適切に提供しています。

　公安調査庁は、破壊活動防止法に基づいて、暴
力主義的破壊活動を行う危険性のある団体につい
て調査を行い、規制の必要があると認められる場
合には、団体の規制に関し、審査及び決定を行う
機関である公安審査委員会に対し、その団体の活
動制限や解散指定の請求を行います。また、団体
規制法に基づいて、過去に無差別大量殺人行為を
行い現在も危険な要素を保持していると認められ
る団体について調査を行い、規制の必要があると
認められる場合には、公安審査委員会に対し、観
察処分や再発防止処分の請求を行います。
　なお、観察処分に付された団体に対しては、当
該団体の活動状況を明らかにするために、報告徴
取、団体施設への立入検査などの規制措置を行い
ます。

団体規制

　公安調査庁は、我が国の情報関係機関で構成される情報コミュニティのコアメンバーとして、官邸のほか、
内閣に置かれた内閣情報会議とその下に設置されている合同情報会議、国家安全保障会議を補佐する国家安
全保障局等に情報提供しています。我が国の情報機能の一翼を担う公安調査庁は、こうした情報提供を通じ、
政府の施策決定やテロの未然防止等に貢献することで、公共の安全への脅威に対する抑止力として機能して
います。

情報貢献

　我が国企業などが標的となり得る技術窃取の未然防止には官民の連携が不可欠であり、公安調査庁は我が国の民間企
業・経済団体等への講演や意見交換などを実施しています。令和 4 年 6 月には、日本経済団体連合会との共催で経済安

コラム：官民連携の強化に向けた公安調査庁の取組

経済安全保障シンポジウム（令和４年６月）

公共の安全の確保

収集

分析計画

情 報

活用

団体規制 情報貢献

公安審査
委員会公安調査庁

①調査

②処分の請求
請求主体は公安調査庁長官

◆暴力で政治的な目的を達成しようとする団体
◆過去に無差別大量殺人行為を行い、現在も危険な
　要素を保持していると認められる団体

団体

③審査
→処分の決定

●活動制限、解散指定
（破壊活動防止法）

●観察処分、再発防止処分
（団体規制法）

④観察処分の実施
（団体規制法）

拡大情報コミュニティ

金融庁 財務省 経済産業省 海上保安庁

国家安全保障局合同情報会議

政府首脳等

内閣情報会議 国家安全保障会議

情報コミュニティコアメンバー

公安調査庁

内閣情報調査室

防衛省警察庁外務省

全保障に関するシンポジウムを開催しました。
　また、経済安全保障に関する窓口を設置し、
企業・大学等から我が国の経済安全保障を脅
かす技術・データ・製品等の流出等に関する
相談や講演の依頼等を受け付けています。
さらに、パンフレットや動画を作成するなど、
各種情報発信を通じて不審なアプローチ等に
ついての様々な知見を共有することで、企業・
大学等からの技術等の流出防止に寄与して
います。
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組織・ネットワーク

フィールドは全国に。
本庁及び地方支分部局の配置状況

　公安調査庁は、昭和 27 年 7 月 21 日、破壊活動防止法の施行に伴い、同法に規定する破壊的団体の規制
に関する調査及び処分の請求に関する事務を一体的に遂行するために設置された行政機関です。また、平成
11 年 12 月 27 日には、無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（団体規制法）が施行され、
無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する調査、処分の請求及び規制措置に関する事務が付加されま
した。
　その組織は、下図のように内部部局、施設等機関及び地方支分部局からなり、内部部局として総務部、調
査第一部及び調査第二部の三部、施設等機関として公安調査庁研修所、地方支分部局として全国に公安調査
局及び公安調査事務所があります。

一般職職員採用窓口は下記の公安調査局・事務所にあります（総合職職員採用窓口は本庁となります。）。

公安調査庁
〒 100-0013
東京都千代田区霞が関 1-1-1
中央合同庁舎６号館
TEL　03-3592-5711

◉東北公安調査局
〒 980-0821
仙台市青葉区春日町 7-25
仙台第三法務総合庁舎
TEL　022-721-2701

◉中部公安調査局
〒 460-0001
名古屋市中区三の丸 4-3-1
名古屋法務合同庁舎
TEL　052-951-4531

◉中国公安調査局
〒 730-0012
広島市中区上八丁堀 2-31
広島法務総合庁舎
TEL　082-228-5141

◉九州公安調査局
〒 810-0073
福岡市中央区舞鶴 3-5-25
福岡第 1 法務総合庁舎
TEL　092-721-1845

◉北海道公安調査局
〒 060-0042
札幌市中央区大通西 12
札幌第三合同庁舎
TEL　011-261-9810

◉関東公安調査局
〒 102-0074
東京都千代田区九段南 1-1-10
九段合同庁舎
TEL　03-3261-8585

◉近畿公安調査局
〒 540-0008
大阪市中央区大手前 3-1-41
大手前合同庁舎
TEL　06-6943-7771

◉四国公安調査局
〒 760-0033
高松市丸の内 1-1
高松法務合同庁舎
TEL　087-822-6666

●那覇公安調査事務所
〒 900-0022
那覇市樋川 1-15-15
那覇第一地方合同庁舎
TEL　098-853-2948

公
安
調
査
庁

総務部
予算、会計、人事、広報、情報公開、企画調整、
法令案の作成、情報システムの管理などに関する
事務を全国的な視点で行っています。

職員を養成するための様々な研修を企画、立案、
実施します。また、より良い研修を行うために、
日々、調査研究を行っています。

調査第一部
主に国内関連情報の分析や他の政府機関などに
提供する資料の作成のほか、いわゆるオウム真理教
に対する規制に関する事務を行っています。全国
の調査第一部関係調査の“司令塔”です。

調査第二部
主に国外関連情報の分析や他の政府機関などに
提供する資料の作成のほか、海外の情報機関との
情報交換などを行っています。全国の調査第二部
関係調査の“司令塔”です。

公安調査庁
研修所

公安調査局 公安調査事務所

内部部局
（本庁）

施設等機関

地方支分部局

法
務
省

　どのような情報を収集すれば良いかを考え、調査指示を
出します。また、調査指示に基づき収集・報告された情報を、
様々な角度から分析 ･評価します。
　分析・評価された情報を破壊的団体等を規制するため
の証拠として整理 ･保管するほか、必要に応じて公安審査
委員会に対し団体の規制処分を請求します。また、総理を
始めとする政府要路その他の政府機関などに、分析・評価
された情報を提供します。

　調査指示に基づき、破壊的団体等について知る人から話
を聞いたり、観察処分に付されている団体については団体
の施設内に立ち入り、必要な検査を行ったりして、様々な
情報・資料を集めます。その上で、それらについて本庁に
報告します。

公
安
調
査
庁 

本
庁

公
安
調
査
局
・

公
安
調
査
事
務
所

調査指示 報告
収集

分析計画

活用

四国公安調査局

那覇公安調査事務所

北海道公安調査局

九州公安調査局

公安調査庁

公安調査庁研修所

近畿公安調査局 中部公安調査局

東北公安調査局

東京都千代田区

東京都昭島市

東京都千代田区

関東公安調査局

中国公安調査局

熊本

那覇

岡山 神戸
京都 静岡 横浜

千葉
さいたま

長野

新潟

盛岡

金沢

釧路

広島市

名古屋市大阪市

仙台市

高松市

那覇市

札幌市

福岡市

公安調査庁（本庁）
公安調査庁研修所

公安調査局

公安調査事務所
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公安調査官の業務

地道な業務が情報を支える。
公安調査“庁”の業務や組織は分かったけれども、公安調査“官”の仕事の中身は？
そんな疑問に応えるため、公安調査官の仕事を“解剖”してみました。
公安調査官の、一つ一つの粘り強い取組が、公安調査庁のインテリジェンスを支えています。

情報収集 情報分析
調査を企画する
　公安調査庁の調査は、求める情報を有する人物にど
のようにアプローチするのかを企画するところから始
まります。相手は人間ですから、取るべきアプローチ
は千差万別で、決まった型はありません。公安調査官
が自ら、相手の立場を考慮した上で、自身の個性に最
も適合するアプローチの仕方を企画します。若手調査
官であっても、得意分野やそれまでの経験をいかし、
ベテランにはできない企画を立案し実行しています。

調査指示を出す
　分析業務を担当する本庁では、全国の現場（※）に
調査指示を出し、今どのような情報が求められている
のかを伝えます。情勢によって日々変化する情報ニー
ズに対応することはもちろん、ニーズが顕在化してい
なくても、先を見据えた洞察力・想像力を働かせ、公
共の安全に影響を及ぼすおそれのある動向をいち早く
察知して対応することが重要です。また、情報収集が
効率的に進むように、現場との日常的な連携・調整が
欠かせません。

情報を入手する
　人間相手の情報収集である以上、コミュニケーショ
ン能力が必要ですが、話すのがうまいことが全てでは
なく、「聞き上手」であることも重要です。また、相手
は必ずしも協力的とは限りません。そうした相手から
信頼を得て、情報収集につなげるためには、想像力、
誠実さや熱意、そして調査官の個人的な魅力が大きな
武器になります。その上で、矛盾点はないかなど、冷
静に真実性を見極めながら情報を引き出します。

得られた情報に基づき考察する
　現場から情報が届くと、その分析・評価を行います。
知識・経験や客観的・論理的な思考力をいかし、多角
的な視点から、情報の価値・真偽を見極めていきます。
先入観や思い込みは禁物です。公然情報など、他の手
段によって得られた情報も突き合わせて検証します。
これには、日頃から国内外の諸動向について把握して
おく必要があります。日々多くの情報に接する中で、
分析担当のあらゆる能力を駆使し、公安調査庁独自の
高度情報に仕上げていきます。

情報を本庁に伝える
　入手した情報は、内容を精査し報告書にして分析担
当に届けます。公安調査官が自らの耳目で収集した、
言わば形のない「情報」を、文章という形に過不足な
く落とし込むのは、思いのほか難しい作業です。情報は、
数字のように必ずしも端的に書き表せるものばかりで
なく、雰囲気を伝えるような微妙なニュアンスが重要
なものもあるためです。分析担当をミスリードするこ
とのない正確なアウトプットが求められます。

成果物を作成する
　分析を経て価値があると評価した情報は、資料にま
とめた上で、政府首脳や関係機関に提供します。政策
決定者に要点を瞬時に過不足なく伝えるため、分かり
やすく見やすい資料の作成に努めています。的確な言
葉で簡潔にまとめたり、色や図表を使い分けたりと文
章力・表現力が求められます。また、情報の価値は刻々
と変化していきますので、提供のタイミングを逃さな
いようスピードを要求されることもあります。

　採用直後は、企画を提案することに不安があり
ましたが、フレンドリーな性格をいかしつつ、自
分に適した方法を見出しています。自分の力次第
で業務の幅が決まってくる大変さはありますが、
前例にとらわれずに、自らの個性をいかして新し
いことに挑戦することに魅力を感じています。

（令和元年度入庁（一般職）・北海道公安調査局・係員級）

　調査指示は現場・本庁の双方にとって重要で
す。指示の内容によって現場の調査方針、ひいて
は本庁にもたらされる情報が決まるためです。情
報ニーズだけでなく、各調査の優先度や現場の実
情も考慮する必要があります。責任は重大ですが、
指示を契機に必要な情報を入手できた時は大きな
やりがいを感じます。
（平成 17 年度入庁（国家Ⅱ種）・本庁・係長級）

　情報入手に至る過程を常時考え、何日もかけて
準備をしても、思うような結果が得られないこと
もあります。非常に落ち込みますが、「次こそは」
と諦めずに取り組む中で、最終的に相手方の協力
を得られることもありました。このような過程を
経て、その人しか知らない情報を引き出せた時に
は、大きな達成感を感じます。

（令和元年度入庁（一般職）・中国公安調査局・係員級）

　私は元々、国際情勢に関心があったこともあり、
関連する分析業務を担当し、充実した日々を送っ
ています。上司の指導の下、経験を重ねていく中
で、自分の強みを伸ばし課題を克服していくこと
ができます。分析の力が身に付いてきたことで、
情報貢献への意欲が更に高まってきました。
（平成 17 年度入庁（国家Ⅱ種）・本庁・係長級）

　発言内容に加え、相手方が早口で腹立たしさを
にじませて話す様子を伝える必要がある場合な
ど、文章の書き方に頭を悩ますこともあります。
入手した情報を本庁に伝えることは、実際に見聞
きした現場の調査官にしかできないため、大きな
責任を感じながら、報告書に使う一つ一つの言葉
を選んでいます。

（令和 2 年度入庁（一般職）・四国公安調査局・係員級）

　分析資料の出来栄えは情報貢献の成否を左右し
ます。たとえ貴重な情報でも、相手方にうまく伝
わらなければ意味がありません。情報の魅せ方を
考え形にする過程では、自分のセンスを存分に発
揮できます。また、自ら起案した資料を通して政
府の施策に貢献できたという達成感を味わえるこ
とも、大きな魅力です。
（平成 17 年度入庁（国家Ⅱ種）・本庁・係長級）

※「現場」…公安調査庁においては、情報収集業務を行う地方局等のことを、業務上このように呼称することがあります。
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職員の 1 日

やりがいを感じる日々がある。
1 日のスケジュール 一日のスケジュール

「やりがい」と「ブラック」はセット？―公安調査庁ではそんなことはありません。
各々の職員が、自身のライフスタイルを大切にしながら、公共の安全の確保に向けた挑戦を
続けています。
メリハリのある刺激的な毎日が、ここにはあります。

一刻を争う情報提供。
　情報は鮮度が重要であり、外部への情報提供に際しては迅速
さが求められます。少しでも速く情報を分析できるよう、日頃から
地方局等とは綿密にコミュニケーションをとっています。また、
地方局等からの貴重な情報を最大限にいかすため、分析担当と
して、情報ニーズを的確に捉えた調査指示を出すよう心掛けてい
ます。

我が国の情報コミュニティの一員として。
　他省庁との連絡・調整のほか、全庁的な課題への対応を行ってい
ます。これらの調整・対応案件には、例えば情報コミュニティ所属省
庁が参加する合同情報会議に関するものがあり、我が国の情報コミュ
ニティの一員としての当庁の業務の重要性を日々実感しています。
個人としては育児と仕事の両立に奮闘しているところ、当庁では
子供の体調不良などによる急な休暇取得でも温かくフォローして
くれる雰囲気があり、大変助かっています。

国際情勢と密接に関連する業務。
　我が国周辺国の動向について情報収集を行っています。国際情
勢が直結する業務なので、忙しい中でも海外のニュースには常に
アンテナを張っています。また、現在、子育てをしています。面
談先の都合や報告書の作成で残業することもありますが、業務の
時間管理に気をつけ、可能な限り定時に退庁することを心掛けて
います。

有益な情報共有に向けて尽力。
　外国のカウンターパートとの渉外業務に従事しています。相手
との良好な関係を維持・発展させ、有益な情報共有を実現するた
めに、高度なコミュニケーション能力と幅広い知見を有すること
が重要な業務です。語学力のみならず、相手との関係構築に係る
調整力・企画力といった能力も求められます。業務と自己研鑽と
育児などに、忙しくも充実した毎日を過ごしています。

本　庁 本　庁地方局 本　庁本庁調査第一部	係長級
平成 21 年度入庁（国家Ⅱ種）

本庁総務部	課長補佐級
平成 22 年度入庁（国家Ⅰ種）

近畿公安調査局調査第二部	係員級
平成 25 年度入庁（一般職）

本庁調査第二部	係員級
平成 24 年度入庁（国家Ⅱ種）

6：00 起床～出勤 テレビで主要なニュースをチェック。
英語以外の言語で書かれた記事も把握
できるため、翻訳機能を使えるスマー
トフォンでもニュースを確認。

8：00 登　庁 新聞等で担当業務の関連情報をチェック。
8：30 始　業 地方局等から随時送付される報告書を

チェックして分析。
10：00 情報提供	

要請
関係機関から情報提供の要請。本庁に
集約されている情報から活用できるも
のを抽出し、上司と資料作成の方針を
打合せ。

10：30 関係部署との
調整

多角的な視点で分析した資料にするた
め、他部署と合同で作成することに。
資料作成の方針や地方局等への調査指
示事項について、関係部署と協議。

11：00 調査指示 追加調査が必要な事項について、関係
する地方局等に調査を指示。

12：00 昼　食
13：00 資料作成 地方局等からの報告を待ちつつ、分析

結果を検討して資料作成。
16：00 情報提供 関係機関に赴き情報提供。○○の公安情

勢に関する情報について、背景事情を含
めて説明。帰庁後、結果を課長に報告。

17：15 退　庁
18：45 帰　宅 夕食を作って一度気分をリセット。時

間があるときは、調査に今後役立てる
ために外国語を勉強。

6：30 起床～出勤 2 児の父であり、朝は子供の世話を担
当。子供の朝食作り、着替えなどを行い、
一緒に保育園へ。

9：00 登庁～始業 出勤したらまずはメールをチェックし、
至急対応が必要なものがあるかを確認。
一日のスケジュールを確認。

10：00 資料作成・	
関係部署との
相談

大臣への報告に使う資料を上司と相談
の上作成。上司のチェックを経て、関
係する部署に確認を依頼。

11：00 オンライン	
会議への出席

他省庁が主催する会議にオンラインで
参加。

12：30 昼　食 子供を保育園に迎えに行く時間に間に
合うように退庁するため、昼休みは 30
分に短縮。

13：00 資料作成 インテリジェンスに関する外部向け講
演の資料を作成。

14：00 他省庁と
電話で打合せ

他省庁からの照会事項につき、担当者
と電話で打合せ。

15：00 他省庁が	
主催する会議
への参加

他省庁が主催する情報コミュニティ関
連の会議に参加。会議の概要について、
幹部・関係部署に報告。

17：15 退　庁 特段の事情がなければ定時退庁が基本。
18：30 帰　宅 子供を保育園に迎えに行き、子供と一

緒に帰宅。子供と過ごし、エネルギー
を充電。

6：15 起床～出勤 ニュースをチェックしつつ、子供 2 人
の朝食と弁当を準備。幼稚園と保育園
への通園を妻と分担。

9：15 登　庁 業務の予定を確認しながら、海外政治
動向について同僚と情報交換。

9：30 始　業 前日午後の面談を基に報告書を作成。
正確さとスピードが重要な案件なので、
正午までの作成・報告が目標。

11：30 協　議 報告書を本庁に送り、目標を達成。午
後の面談について、対応や聴取内容を
上司と協議。

12：00 昼　食 持参した弁当を食べ、午後からの業務
に備えて 13 時まで仮眠。

14：00 本庁からの
調査指示

本庁から「○○について、××の観点
から深掘りしてほしい」との依頼。上
司と相談しながら、自身が今後赴く面
談先を選定。

16：00 面　談 協議で決定した方針どおり進めるが、
一筋縄ではいかない相手で緊張。その
後、職場に戻り、面談内容を上司に報告。

18：15 退　庁

19：15 帰　宅 子供の歯みがき・寝かしつけ。その後は、
映画鑑賞でリラックスの時間。

5：00 起床～出勤 自分の身支度を調えた後、子供を起
こし、自宅を出るぎりぎりの時間ま
で一緒に過ごす。保育園への送りは
夫が担当。

8：20 登　庁 通勤電車の中で国外ニュースのポッド
キャストを聞いてから登庁。

8：30 始　業 本日の面談に関連するニュースや資料
を再チェック。

10：30 面　談 関係国のカウンターパートと面談し、意
見交換を行う。ギブアンドテイクのやり
取りで有益な情報を入手。

12：30 昼食・休憩 休憩時間を 30 分短縮して、無理なく
フルタイム勤務を行う。

13：00 資料作成 午前中の面談結果について報告書を作
成。また、関係部署との調整や関連資
料の翻訳を実施。

16：00 退　庁 定時退庁し、保育園の迎えへ。フレッ
クスタイム制度を利用し、週 2 回は
20 時まで勤務。

17：30 帰　宅 慌ただしく子供の世話をする。夜に外
国語の自習を行おうと思いつつ、子供
と一緒に寝落ちする日も多い。
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キャリアパス

知見と経験で成長していく。
本庁総務部 
平成 15 年度入庁（室長級）

（国家Ⅰ種・女性）

地方局調査第一部 
平成 13 年度入庁（課長補佐級）

（国家Ⅱ種・男性）

本庁総務部 
平成 7 年度入庁（課長補佐級）

（国家Ⅱ種・男性）

本庁で採用され、公安調査局勤務を経た後、約２年周期で本庁各部にお
いて様々な業務に従事したほか、他省庁等への出向を２度経験しました。
幅広い経験を積むことで俯瞰的な視野を養いつつ、自身の果たすべき役
割に留意して業務に従事しています。

近畿局で情報収集業務を幅広く担当した後、中国局に異動し、異なる環
境下での情報収集業務を経験しました。さらに、本庁で分析業務に従事
して資料を作成するなど、情報サイクルを一通り網羅しました。現在、近
畿局に戻り、各所で培った経験をいかして後進の指導に当たっています。

当庁では、在外公館、内閣情報調査室等への出向の機会が充実していま
す。幅広い経験は、情報収集業務の糧にもなります。人との交流が好き、
様々な経験を積みたい、様々なことにチャレンジしたいといった考えを
お持ちの方にとっては、公安調査庁は最良の選択かもしれません。

総合職 一般職

一般職

1年目
本庁法令担当 係員級 1 年目

近畿公安調査局 係員級

10 年目
本庁調査第二部に異動  
係長級・課長補佐級

1 年目
関東公安調査局 係員級

3 年目
関東公安調査局に異動 係員級 15 年目

中国公安調査局に異動 係長級

13 年目
本庁調査第一部に異動  

課長補佐級

12 年目
本庁総務部に異動 係長級

5 年目
本庁調査第二部に異動 係員級

18 年目
本庁調査第一部に異動  

課長補佐級

16 年目
内閣官房に出向

23 年目
内閣情報調査室に出向

7 年目
在外公館での勤務

20 年目
近畿公安調査局に異動  

課長補佐級

19 年目
本庁総務部 室長級

25 年目
本庁総務部に異動 課長補佐級

　本庁で採用後、各種研修を受
け、総務部の法令担当部署に配属
されました。当時は 9.11 米国同
時多発テロ事件の直後でもあり、
様々な法制について調査・研究を
行うとともに、政府の「テロの未
然防止に関する行動計画（※）」の
策定に関する業務にも携わり、他
省庁との調整等も経験しました。

　近畿局で採用され、調査第一部
に配属されました。調査対象団体
の構成員からどのように情報を
入手するのか、ああでもない、こ
うでもないと上司・先輩と議論を
重ねながら、企画・立案して、自
分が取り組みたい手法で仕事を
することができ、情報収集の楽し
さを体感できました。

　本庁調査第二部に戻り、国外関
連情報の分析業務に携わった後、
以前と同じ部署で再び企画調整
業務に従事しました。若手職員で
あった時と業務分野は重なりつ
つも、課長補佐級職員として、よ
り幅広い実務を自身が主軸とな
り動かしていくことが求められ
ました。

　関東局で国外関係の調査を行
う部署に採用となりました。入庁
してすぐに、研修所で新人研修を
受け、その後、先輩調査官に連れ
られて調査の補助を行いました。
外部の方との接し方などの基本
的なことから情報収集の方法ま
で、様々な指導を受けました。振
り返ってみると、学ぶことが本当
に多い一年でした。

　入庁 3 ～ 4 年目は、関東局の
調査第二部で、「現場」の調査業
務に従事しました。上司や先輩の
指導を受けつつ、どのように情報
を入手するか自ら企画して「人と
会って情報を収集する業務」に携
わる中、相手からの信頼を得て有
益な情報を入手した時の達成感
は貴重なものでした。

　11年目に係長級に昇任した後、
15 年目に中国局に異動して部下
の数が増えました。部下指導の難
しさ、近畿局とは異なる仕事のス
タイルに戸惑いもありましたが、
両局の良い所をミックスさせて
情報収集にいかすことができま
した。局間異動は、各局で働く職
員の人柄の違いを肌で知ること
ができ、面白い経験でした。

　本庁内で調査第一部に異動し、
国内関連情報の分析業務に従事
した後、総務部に異動しました。
いずれも自身にとっては新たな
分野での業務でしたが、これま
での業務経験をいかして新たな
視点・切り口を模索するなどし
て業務を推進することを心掛け
ました。

　7 年目からの地方事務所勤務を
経て、本庁総務部に配属されまし
た。地方事務所では、幅広い分野
の調査に携わる中、調査対象に合
わせて手法が変わることを実感
するなど、価値のある経験ができ
ました。本庁では国会対応などを
担当しました。従前の業務との違
いに戸惑いつつも、毎日が新しい
発見の連続で充実していました。

　関東局から本庁調査第二部に
異動し、大量破壊兵器関連物資等
をめぐる動向についての分析業
務に携わった後、企画調整業務に
従事しました。部内業務に係る企
画・立案に加え、他省庁との連絡・
調整、国会対応等のいわゆる「霞
が関」的な業務を主に経験しま
した。

　異動と同時に課長補佐級に昇
任しました。報告書の分析から政
府の施策への寄与に至るまでの
一連の流れを経験する中で、「情
報サイクル」を実感しました。情
報収集業務の経験が分析の深化
に役立ったほか、電話等でのやり
取りを通じて、全国の情報収集担
当者と知り合えたことは大きな
財産になりました。

内閣官房国家安全保障局に出向
しました。関係行政機関との調整
や国会対応等も含め、政府全体と
しての政策・方針を常に意識しつ
つ責任ある業務を遂行する中で、
視野を広げるとともに大きなや
りがいや充実感を感じ、貴重な経
験を積むことができました。

　初めての他省庁勤務で慣れな
い環境の中、緊張感のある時間を
過ごしました。業務は多忙でした
が、当時の上司から「忙しい時ほ
ど表情は柔和に。本当に助けが必
要になったとき、険しい顔をして
いたら誰も手を差し伸べない」と
の言葉をいただき、今も、その言
葉をモットーとしています。

　外務省に出向し、在外公館にお
ける業務に従事しました。それま
でとは全く異なる環境において
業務を経験する中で、在外公館員
として迅速かつ的確な判断が求
められる局面が多く、責任も大き
いがやりがいも強く感じられま
した。

　現在、10 人の部下を任されて
おり、自らが情報収集に当たりな
がらも、若手の指導・育成に力
を入れています。その際、私が中
国局や本庁で様々な経験を積ん
だことがいきており、情報収集の
手法や分析業務に役立つ報告書
の作成方法など、実践的な指導を
行っています。

出向先から本庁に戻り、総務部で
法令関係業務に従事した後、現
在、当庁の情報システムにおける
セキュリティ等の IT 関連業務を
担当しています。年次を重ねるに
つれて、自身の所属する部署が組
織の中でどのように機能すべき
か、そのために自身は何をすべき
かということに留意しつつ業務
に携わっています。

　国会対応などを担当する部署
で再び勤務しています。10 年以
上が経ったため、業務の進め方
などが大きく変化しており、改め
て業務の難しさを実感しました。
日々様々な課題があり、その対応
に追われているといった状況で
すが、部下職員と協力しながら、
確実に業務をこなして、充実した
日々を送っています。

公安調査官は、一般職・総合職を問わず、幅広い職務経験を積み重ねます。
多様な業務を担当する一方で、いずれの業務も、最終的には情報収集・情報分析につながって
います。
「情報」という軸があり、多様な業務を通じて得られた知見や経験を統合してその時々の担当
業務にいかしやすいため、各職員はキャリアを経る中で成長を実感できます。

※ 「テロの未然防止に関する行動計画」…内閣官房長官を本部長とする「国際組織犯罪等・国際テロ対策推進本部」が、平成
16 年 12 月 10 日付けで発出した、日本政府が行うべきテロの未然防止対策の方向性等を示した行動計画。
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公安調査庁で働く魅力

自分の可能性を試そう。
Voice Voice

Voice Voice

Voice Voice

「やってみたい」が求められる職場。 世界で通用する「ヒューミント」。

正解のない世界で、自分のスタイルを醸成する。 猛スピードで情報マンを指揮する立場に。

“武者修行”の機会もあります。 一人の人間として。

　当庁は、職員の「やってみたい」という意欲を後押ししてくれる組
織です。情報収集においては、若手であってもメインプレーヤーとし
ての積極的な姿勢が求められ、情報入手に向けたアイデアを提案しま
す。アイデアを上司に最初から否定されることはなく、むしろ、実現
に向けて助け舟を出してもらえるので、自信を持って業務に取り組む
ことができます。もちろん、情報入手までの道のりは長く、自分の「やっ
てみたい」を実現させるためにはいろいろな課題をクリアする根気強
さが必要だと痛感しています。そのアイデアが実現し情報を入手する
プロセスで役割を果たせた時の充実感は忘れられません。

（平成 29 年度入庁（一般職）・中部公安調査局・係員級）

　入庁後、他省庁への出向を 2 度経験しました。中でも、在外公館で
外交官として外交関連情報の収集を行った経験は印象深く、当庁の強
みである「ヒューミント（人的情報収集）」の技術をいかすことがで
きました。相手と人間関係を構築し、入手したい情報を引き出す手法
に国内外の区別はありません。「ヒューミント」の能力は、その人の「人
間力」によるとも言われます。世界で通用する「ヒューミント」の技
術を用いた当庁の業務は奥が深く、全力で日常業務に取り組むことが

「人間力」の修練につながると信じ日々奮闘中です。
（平成 23 年度入庁（国家Ⅰ種）・本庁・課長補佐級）

　自分にいったい何ができるだろうか。入庁当初は、右も左も分から
ず、ただ憧れる先輩の背中を追いかけ、見よう見まねで仕事をこなす
ことで精一杯でした。そんな私が情報収集業務に従事して約 10 年。
今では自身で仕事を企画立案して人と会い、その中で得られた情報が
時には官邸に上がることも。経験を積みながら自問自答を繰り返す中
で、ふと気付けば仕事に自分の色が加わり、自分のスタイルを確立で
きつつあると実感しています。個が尊重される現場では、自身の個性
や能力を最大限発揮でき、それが成果として結実した時には日常では
味わえない充足感を感じることができます。

（平成 23 年度入庁（国家Ⅱ種）・九州公安調査局・係長級）

　理系大学生の私、「情報世界」への憧れから入庁し、国外担当に。
新人時代から寝食を忘れアイデアを練り情報を集めた。マスコミ報道
前の特ダネも数々つかんだ。大使館や総領事館にも勤務、気がつけば
当庁独自の昇進制度により、猛スピードで情報マンを指揮・育成する
立場に。当庁ほど実力主義が浸透している組織は稀だ。遊び心を仕事
にいかすことだってできる。幼い頃の夢であった新聞記者や映画監督
になれた錯覚に陥ったこともある。理系知識も役立った。たった一度
の人生、得意分野で「オンリーワン」を目指し、とにかく自分を輝か
せたい方は、入庁するしかない！

（平成 3 年度入庁（国家Ⅱ種）・関東公安調査局・課長級）

　採用 5 年目に内閣官房へ出向しました。配置先は法制作業を担当す
る部署（いわゆる“タコ部屋”）ということで、国会対応・内閣法制
局対応のため深夜残業・休日出勤を繰り返すことになりました。当時
は辛い思いをしたこともたくさんありましたが、夢中ないし無心で何
とか任期を全うすることができました。
　内閣官房での経験は良い思い出ですし、様々な省庁からの出向者と
業務に取り組むことで、知見も広がりました。また、法律の立案から
施行までの業務に従事したことで、当庁に帰任してからも所管法令の
運用に関し、高い貢献ができていると自負しています。

（平成 19 年度入庁（国家Ⅰ種）・本庁・課長補佐級）

　「あの子はあんなに麻原を信じていたのに、なぜその麻原に殺され
なければならなかったのか。悔しくて、悔しくて」オウム真理教が起
こした事件で大切に育ててきた我が子を亡くした母親が、公安調査官
である私を前に、とめどなく涙を流しながら語った言葉です。
　公安調査官は、職業柄様々な分野、様々な立場の人から話を伺いま
す。調査官である前に、一人の人間として真摯に相手の方と向き合い、
そうして得られた情報を基に人々を守ります。
　公安調査官として世の中の平穏を守り抜くこと。それが私の責務で
あり、そうした仕事に携われたこと。それが私の誇りです。

（平成 5 年度入庁（国家Ⅱ種）・東北公安調査局・部長級）

公安調査官のワーキングライフは、「挑戦の機会」と「人とのつながり」であふれています。
今回、6名の職員に、それぞれの挑戦や出会いについて聞いてみました。
自らが成長できるフィールドが数多くあることも、公安調査庁で働く魅力の一つです。
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それぞれが、強みをいかして働ける場所。

当庁に入った決め手、どんな点にひかれて	
入庁したのかを教えてください。
山 本 「人にしかできない仕事」に新鮮さや魅力を感じ、入庁を
決意しました。
神 田 元々、治安機関職員やジャーナリストになりたいとの漠
然とした思いがありました。いろいろと就職先を探す中で双方に
通じるものがありそうな当庁を見つけ、採用担当が話していた「人
間関係を構築して、情報を聞く」という業務内容に、非常に魅力
を感じました。他の治安機関と比べて個々の能力や適性をいかせ
る部分が大きい点もひかれた理由の一つです。
鈴 木 元々治安機関で働きたくて、警察や検察などを考えてい
たのですが、当庁の個別説明会で「インドアの人もアウトドアの
人も、話し上手な人も話し下手な人も、それぞれが、個性を強み
にして働ける場所」と言われたのが一番の決め手です。

実際に情報収集業務をやってみて感じる難しさや	
やりがいは？
山 本 難しさは、相手によってやり方が違ってくるところですか
ね。それと、通り一遍の人間関係を構築するだけでは情報が取れ
るとは言い切れない中、情報を得るために＋αで何をすべきかを、
これまでの経験を参考にしつつ自力で見つけ出す必要があるとこ
ろです。その反面、「単に正論を伝えるだけでは協力してくれな
かった相手が、理屈の正しさとは別次元の、私に対する信頼感の
ようなものに心を動かされて協力してくれた」との手応えがあっ
たときにはとてもやりがいを感じます。このように、理屈だけで
は動かないものを動かせたという達成感を味わえる点は、人を相
手にする仕事の良さかもしれません。
神 田 ある協力者について、同人から有益な情報を得る方法を
何か月間も見つけられず、非常に悩みました。試行錯誤の末、そ
の協力者が情報を入手しやすいような状況を整えることがまず必
要だと考え、具体的かつ現実的なアドバイスをして、実際にその
方にそれにのっとって行動してもらったところ、結果として有益
な情報を得られました。このときは達成感を感じましたね。あと

は、自分が入庁して間もない頃ですが、自分が入手した情報が合
同情報会議で使われたとの連絡があったときに、若くても当庁の
情報貢献の一翼を担えることを実感したのを覚えています。
鈴 木 趣味や性格など、いろいろなことを踏まえて相手と会うの
ですが、やはり想像とは全く違う反応が返ってくることもあり、
人を相手にする難しさは感じました。「信頼関係作り」というこれ
まで何も考えずにやってきたことを意識的に行うことはとても難
しいですが、情報入手に向けた自然な流れを、段々と会う回数を
重ねる中で戦略的に実現させていく点に面白さも感じています。

業務を行うに当たって心掛けていることはありますか。
鈴 木 一言でこれというのは難しいですが、事前にいろいろな
場合を想定して「こういう場合はこういうふうに対応する」とい
うことをしっかり考え、シミュレーションしておくということは、
常に心掛けています。

入庁前と入庁後で、当庁に対する印象について	
変化があれば教えてください。
鈴 木 日々、信頼関係の構築を行っていくことは、思っていた
よりも根気の要る業務でした（笑）。
神 田 怖い先輩たちがゴロゴロいるのかと思っていました（笑）。
今では、上の人たちが下の人のことを気に掛けてくれる良い職場
だなと思っています。

業務に危険はあると思いますか。
山 本 私たちに協力してくれる相手は、相手の属する団体の人々
からみて、外部に明かすべきではないとされている情報や不利
益な情報を、我々に伝えている場合もあります。この点で、自
分と相手の関係が明るみに出た場合、相手の属する団体から強
い反感を持たれるリスクもあり、一挙手一投足に気が抜けませ
ん。ただ、組織で仕事をしており、「こういった懸念があるけれ
どこうやって切り返そう」など事前にしっかり対策を立てるので、
トラブルに発展することは少ないといえます（発展してもしっか
り対応します。）。

座談会参加メンバー
● 山本 　樹（平成 18 年度入庁（国家Ⅱ種）・ 
　　関東公安調査局・係長級））

● 鈴木 祥子（平成 29 年度入庁（一般職）・ 
　　関東公安調査局・係員級）

● 神田 大和（令和元年度入庁（一般職）・ 
　　関東公安調査局・係員級）

公安調査官は、どのような思いで業務に臨み、何を感じているのか？
情報収集の最前線にいる若手・中堅の公安調査官に、業務の魅力などを語ってもらいました。

神 田 山本さんも言っていたとおり、自分と相手の関係が明る
みに出た場合には危険が生じる可能性があります。そのためにも、
相手を守ることを優先して業務に当たっています。

「相手を守る」ということについて。
山 本 相手や相手の家族の安全、相手の置かれている環境をど
う守るか、その点を常に考えていなければなりません。過去には
夢に出てくることもありました。最善を尽くしたつもりであって
も「もっと良い方法で相手を守れるのではないか」との思いが湧
いてきます。しかし、時間をかけて上司と徹底的に話し合った上
で「こちらが採ることのできる最善の方法はこれ」と決めている
ことから、自分一人で考えた方法よりも、その方法の正しさを信
頼することができます。
神 田 自分たちに協力してくれる相手を守ることは最優先であ
り、その責任の重さを常に心に留めています。
鈴 木 トラブルにならないよう、調査は丁寧にアレンジする必
要がありますよね。小心者なので、調査が失敗する夢を何度も見
ました。ただ、こうなるかも、ああなるかもという事ばかり考え
るので、そうなった時の対応も考えられるという意味で、小心者
も悪くないかなと思っています。

私生活に係る制約はありますか。
鈴 木 業務が土日や夜に入ることはあります。ただ、代わりの休
暇などはきちんと取れますし、それほど負担ではないかなと。
山 本 あくまで私の場合ですが、自分の職業については、家族
と本当に親しい友人以外には言っていません。あと、情報を取る
にはアンテナを張り巡らす必要があるので、365 日、仕事に対す
る意識はあります。ただ、それが負担かといえば負担ではないで
すね。楽しいんだと思います。

調査の手法は入庁後に学べましたか。
山 本 もちろん、学べました。
神 田 入庁直後、上司から「正解のない仕事なので、いろいろ
な人の話を聞きなさい」と言われたこともあり、様々な人から学
びました。特に、自分の部署にいたベテラン職員から、会う相手
を探す際の着眼点や、情報を得られるような流れを作るためのポ
イントなどについて多くを教えてもらい、自分なりのやり方を考
えていきました。情報収集を行う上での基礎の部分を、百戦錬磨
の方から教えてもらえて、本当に贅沢な時間でした。
鈴 木 私も、上司から経験談を聞く中で、分からないなりに調
査のやり方を少しずつイメージできるようになりました。その時
に教えてもらったやり方を、自分が経験を積む中でいかせるよう
になってきていると思います。

自身の能力は業務でいかせていますか。
神 田 能力ですか。そんな能力もないので…（笑）。ただ、人と

話すことが好きなので、それが仕事に直結するのが救いかなとは
思います。
山 本 正直に言いますと、知らない人と話すことは好きではな
いです（笑）。ただ、良い人だなと思える人には徹底的に親身に
接することと、こちらのことを省みない人には、その場限りとし
て厳しく接すること、この親身さと厳しさの「2 つの言語」を使
い分けられる自分の性格は、この仕事に向いていないわけではな
かったのかなと思います。
鈴 木 探究心の強さはいかせているかもしれない。「これはなん
でこうなっているんだろう」、「あれ、じゃあこれってそもそも何
なんだろう」みたいな感じで、突き詰めて調べたことが仕事にい
きたことがあったので。いろいろな事に興味を持って、「なんで
なんで」と知ろうとする感覚は、この仕事に向いているのかもし
れないですね。

公安調査官に向いている人はどのような人だと	
思いますか。
山 本 素直さを持っている人だと思いますね。イエスマンとい
う意味ではなく、周りからのアドバイスを素直に受け入れる方や、
物事をシンプルに考え、自分の力ではどうにもならない事柄で神
経を消耗させずに「自分のやるべきこと」に全エネルギーを集中
できる方は、当庁に向いているのではないかと思います。
神 田 現場の情報収集業務については、共感力があって、人に
対して思いやったり寄り添ったりできる人間の方が、スムーズに
業務が進むのかなとは思います。
鈴 木 柔軟に物事を考えられる人は向いているのではないで
しょうか。いろいろな人・いろいろな状況に直面する中で、様々
な方法を試しながら進めていくことが多いので、多角的な発想が
できる人が向いているのかなと思います。
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仕事とプライベートの両立を推進する職場環境。

安室さん、中井さんに伺います。育児休業（以下、	
「育休」）の取得を決断した背景を教えてください。
安 室 令和 3 年 4 月に、約 1 か月間の育休を取得しました。同
期の職員から育休の話を聞いており、「取れるなら取ってもいい
かな」と元々思っていたのですが、自ら進んで取得したというよ
りも、取得する雰囲気が職場内で出来上がっていて、流れで取っ
た感じですね。1 か月だったので、情報収集業務の面でも給料面
でも特に影響が出ることはありませんでした。
中 井 私は第一子と第二子のそれぞれで育休を取ったのですが、
第一子が生まれたときに、庶務担当の方から制度を教えてもらい、
取得を勧めてもらいました。

小谷さんに伺います。育休取得に際して	
不安はありませんでしたか。
小 谷 出産後、育休は保育園の入園時期を考えて約 7 か月取得
したのですが、職場の業務が回るか、あるいはスムーズに復職で
きるかという点について、不安はなかったですね。もちろん、人
員調整をしやすいように妊娠の事実を早めに職場に伝えました
し、復職後は自分も努力するつもりでしたが、すでに多くの先輩
方が育休を取得していたので、業務上必要な措置はしっかりなさ
れるだろうという安心感がありました。当時の上司（男性）も過
去に育休を取得しており、相談しやすかったです。あとは、妊娠
前に 3 年間の海外勤務から本庁に戻った時“浦島太郎”状態を
経験したので、「半年くらい大したことないだろう」と思ったと
いうのも少しあります。

育休中にどのようなことを感じましたか。
小 谷 もはや何を考えていたか記憶にない…1 時間まともに連続
して眠れるか眠れないかの限界の日々だったので（笑）。
安 室 育休取得に当たって、「妻も自分もどちらでもできること
は、できるだけ自分がやろう」という目標を掲げたのですが、自
分の取組の足りなさを痛感しました。夜遅くに夜泣きで赤ちゃん
が起きたとき、全然、私、起きられないとか。育休を取って、「自
分明日仕事だし」という理屈が通用しないフラットな関係になっ
たからこそ、このような不足している点に気づけたと思います。
中 井 目の前の育児に忙殺されていました。子供って勝手に寝な

いんですよ！寝かしつけの大変さは是非知ってほしいです（笑）！
長女も弟の誕生で環境の変化に戸惑っていた時期だったので、長
女の心のケアにも気を配りました。「育児は手伝うものではなく
夫婦 2 人でやるもの」という意識も一層強くなりましたね。

小谷さんに伺います。現在、育児と仕事の両立に	
際して困難は感じていますか。
小 谷 家事もありますよ（笑）。私は 8 時半出勤、昼休みの短縮
制度で 4 時 45 分が定時ですが、帰宅して家事育児の後、やっと
一息ついて座れるのが大体 9 時半以降。日々困難ばかりですが、
現在の担当業務はテレワークも可能なので、上手く活用して昼
休み中に家事をする日を作っています。また、出張は最小限にと
言ってくださったり、子の体調不良による突然の時間休取得にも
快く送り出してくださったりする班員の皆さんや上司など、周囲
の方々に支えられて何とかやっています。

育児等と仕事を両立させることや、育休を取得して
集中的に育児に携わった経験が、業務への取組姿勢
に与えた影響があれば、教えてください。
小 谷 私は育休明けから班長の立場になりまして、昔の自分で
あれば一人で仕事を抱えて残業していたと思いますが、育児中は
急遽休まざるをえない事態がどうしても生じることもあり、各班
員の仕事量の調整に意識が及ぶようになりました。
安 室 私の持っている時間を、自分だけのものとは感じなくな
りました。私が“9 時 5 時”で仕事をしている間、妻は育児をし
ているわけで、自分が早めに帰って分担すればその分家事育児が
早く終わり、自分と妻の二人ともが休める時間を持てます。自身
の段取りの悪さで上司から残業を言い渡されることのないよう、
以前に増して効率的に働こうという意識が強くなりました。
中 井 私も同じです。妻からは「平日の夕方から寝るまでが一番
大変よ」とよく言われているので、その言葉を肝に銘じています。

中 井 何年後か、わざわざ採用パンフレットにこういった話を
載せる必要がないくらい、育休取得が当たり前になっていたら嬉
しいですね。
安 室 今回の座談会、自分にはない視点からの意見も聞けて、
良い勉強になりました。

育成ポリシー
　公安調査庁では、職員の実務能力・専門性の向上を図るため、様々な研修を実施しています。

1．採用前に必要な知識・技能・資格などはありません。
　所管法令や調査対象団体の組織・沿革といった知識、調査を行うための技能など、公安調査官として
必要な能力が習得できるよう、新規採用者に対し入庁後 1 ～ 2 か月間かけて丁寧な研修を行います。

2．専門性を向上させる研修も用意しています。
　現場の情報収集担当者や本庁の分析担当者など、専門性の高い知識や技能が必要とされる業務に従事し
ている職員を対象に、調査技能や分析能力の向上に特化した研修を実施しています。

3．必要な語学力も身につけることができます。
　情報収集業務や分析業務などにおいて外国語能力が必要とされる職員を対象
に、英語を始めとする様々な言語の研修を実施しているほか、民間の語学学校へ
の委託研修も行っています。

採用情報
　公安調査庁では、原則として人事院が
実施する国家公務員試験の合格者から、
人物本位で職員を採用しています。過去
5 年間の採用実績は表のとおりです。

Ｑ＆Ａ
Q	 どのような人物を求めていますか。
A 　これまでに培ってきた能力・素質を、公共の安全を守るために役立てたいという熱意にあふれた人材を求めています。公安調査

庁が最大の強みとする「ヒューミント（人的情報収集）」は“正解のない業務”であることから、必要な能力・素質はあえて限定い
たしませんが、例えば（1）様々な人や物事に興味を持ち、（2）未経験の状況においても主体的に考えて行動し、（3）仕事相手や
担当業務に対して責任感を持って臨む人物は、活躍できると考えます。

Q	 勤務地と異動について教えてください。
A 　「情報収集のプロ」として育成・処遇される一般職職員は、全国の各公安調査局で採用され、原則として採用された公安調査局と

その管内に所在する事務所に勤務します。また、幅広い知識と経験を積むため、本庁、その他の公安調査局や事務所、他省庁など
で勤務する場合もあるほか、能力・適性に応じて「情報分析のプロ」として育成・処遇される場合もあります。

 　総合職職員は、本庁で採用された後、2 ～ 3 年のサイクルで本庁や公安調査局などで情報収集、情報分析、企画調整、管理等の様々
な職務を経験するほか、他省庁への出向等も経験します。幅広い経験を積み、知見を広げることで、我が国の情報機能の強化に寄
与することのできる人材として育成・処遇されます。

Q	 給料について教えてください。
A 　公安調査官として採用された職員には、公安職俸給表（二）が適用されるため、一般的行政事務を行っている国家公務員に適用

される行政職俸給表（一）より高い水準に給与が設定されています。また、大学院を修了された方や民間企業等で勤務した経験を
お持ちの方は、一定の基準により初任給が加算されます。

※（　）内の数字は女性で内数です。 
※ 令和5年度は令和５年３月下旬から４月上旬にかけて採用

される者の予定数です（令和5年1月30日現在）。
※ このほか、総合職では、デジタル区分（院卒者試験及び大卒程

度試験）及び数理科学・物理・地球科学区分（院卒者試験及び
大卒程度試験）の合格者も採用の対象としています。

令和５年度 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度 令和元年度
総合職（院卒） 1（0） 1（1） 1（0） 1（1） 1（0）

行　政 1（1） 1（0） 1（0）
人間科学 1（1）
工　学 1（0）

総合職（大卒） 4（2） 2（1） 4（3） 3（1） 3（1）
法　律 3（1） 2（1） 3（3） 2（1） 2（1）
経　済

政治・国際 1（0） 1（0）
人間科学 1（1）
教　養 1（0）
工　学

一般職（大卒） 40（21） 42（12） 40（12） 61（24） 58（23）
行　政 40（21） 42（12） 40（12） 61（24） 58（23）

デジタル・電気・電子

一般職（高卒） 9（4） 10（5） 5（4） 3（3）

事　務 9（4） 10（5） 5（4） 3（3）

育児休業取得経験のある3名の職員に、仕事とプライベートの両立にまつわる経験などを語ってもらいました。

座談会参加メンバー
● 小谷 朝子（平成 22 年度入庁（国家Ⅰ種）・本庁総務部・課長補佐級・女性）
● 中井 采汰（平成 23 年度入庁（国家Ⅱ種）・本庁調査第一部・係長級・男性）
● 安室　 薫（平成 26 年度入庁（一般職）・関東公安調査局・係員級・男性）

※ 公安調査庁では、全ての職員が育児、介護等をしながら仕事を続けられるような職場環境の整備に努めています。以下は、公安調査庁において利用可能な、
仕事と育児等の両立支援制度（一例）です。各制度の詳細は、人事院に御確認ください。
　　産前・産後休暇／育児休業／配偶者出産休暇／育児短時間勤務／子の看護休暇／介護休暇／早出遅出勤務

エントランス

語学教室ロビー
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「かけがえのない1日」を守る。 
　公安調査庁は、公共の安全の確保に向けた国民の期待と信頼に

応えるべく、関連情報の収集・分析に日々全力で取り組んでいます。

　我が国の目となり耳となる「インテリジェンス・オフィサー」

としての自負と、国民の安心・安全を支えたいという情熱。

　これが、私たちの原動力です。

　一人ひとりにとっての、「かけがえのない１日」を守るため、

私たちと一緒に、挑戦を続けませんか。

公安調査庁長官
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